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円 1)()( 22  byax の外部の点 ),( qp から円に接線を引いたとき、 

),( qp から接点までの距離は 1)()( 22  bqap である。 

今、 ),( qpP は円 CBA ,, の外部にあるとして、 
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したがって、 P は円 9)1()3( 22  yx の内部にある。この円をD とすると、 

Dの中心 )1,3( と   )3,3(),0,32(,0,0 CBA までの距離はいずれも 2であるから、円 CBA ,, は円D に内接して

いる。また、点 CBA ,, 間の距離はいずれも 32 であるから、円 CBA ,, は重ならない。 

 

P の存在範囲は円 CBA ,, の外部かつ円D の内部であるから、 

図の網掛部である。境界線を含まない。 

 

面積は  6133 22   ……(答) 
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